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組
合
等
の
動
き
（「
功
名
が
辻
」
の
記
念
碑
を
建
立
ほ
か
）　

２

中
央
会
の
動
き
（
中
小
企
業
連
携
ネ
ッ
ト
を
開
設
ほ
か
）　

３

海
外
レ
ポ
ー
ト
（
ウ
ェ
ス
ト
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
）　

４

　

月
の
景
況
調
査　

５　

地
域
別
・
産
業
別
最
低
賃
金　

６

12事
務
局
だ
よ
り
（
ア
ス
ベ
ス
ト
融
資
制
度
の
創
設
ほ
か
）　

６
〜
７

　

三
位
一
体
改
革
の
第
一
幕
が

一
応
の
結
論
を
得
た
。
四
兆
円

の
国
の
補
助
負
担
金
を
削
減
し
、

三
兆
円
規
模
の
税
財
源
を
地
方

に
移
譲
す
る
こ
の
「
国
か
ら
地

方
へ
」
の
改
革
は
、「
官
か
ら
民

へ
」
と
並
ん
で
小
泉
改
革
の
柱

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、単
な
る
国
と
地
方
の
権
限
・

財
源
を
巡
る
争
い
で
は
な
く
、「
地
方
の
権
限
と
責
任
を
大

幅
に
拡
大
し
、
歳

入
・
歳
出
両
面
で
の

地
方
の
自
由
度
を

高
め
る
こ
と
で
、真

に
住
民
に
必
要
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を

地
方
が
自
ら
の
責
任
で
自
主
的
、
効
率
的
に
選
択
で
き
る

幅
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
国
と
地
方
を
通
じ
た
簡
素
で

効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
」
も
の
（
平
成

十
六
年
政
府
・
与
党
の
方
針
）
で
あ
っ
た
。

　

確
か
に
国
か
ら
地
方
へ
の
大
幅
な
権
限
委
譲
は
、
今
ま

で
に
な
い
画
期
的
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
三

兆
円
と
い
う
数
字
あ
わ
せ
に
終
始
し
、
単
な
る
補
助
率
の

削
減
や
権
限
の
伴
わ
な
い
事
務
の
移
譲
な
ど
が
多
く
を
占

め
、
本
来
の
目
的
か
ら
み
て
極
め
て
不
十
分
な
も
の
と

な
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

  
中
央
会
事
業
の
多
く
は
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
三

位
一
体
改
革
に
よ
っ
て
こ
れ
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
本
会
と
し
て
は
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
今
ま
で
以

上
の
中
小
企
業
支
援
施
策
や
連
携
施
策
の
充
実
を
県
に
求

め
る
た
め
、
十
二
月
七
日
、
早
速
、
関
係
団
体
と
と
も
に
、

県
の
古
田
知
事
、
豊
田
産
業
労
働
部
長
、
県
議
会
の
山
下

議
長
、
洞
口
農
林
商
工
委
員
長
に
対
し
要
望
を
行
っ
た
。そ

れ
ぞ
れ
の
方
が
要
望
に
理
解
を
示
さ
れ
る
と
と
も
に
中
央

会
等
の
一
層
の
活
躍
に
期
待
を
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
県
の
政

策
総
点
検
県
民
委
員
会
で
は
辻
会
長
が
委
員
と
し
て
、
組

合
、
企
業
の
実
情
や
産
業
振
興
策
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
来
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る
県
産
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
た

め
の
産
業
振
興
懇

談
会
に
は
辻
会
長
、

関
副
会
長
が
委
員

と
な
ら
れ
る
な
ど

県
に
対
す
る
発
言

の
機
会
も
多
く
確
保
さ
れ
て
い
る
。
三
位
一
体
改
革
の
趣
旨

が
中
央
会
事
業
で

は
活
か
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

中
央
会
自
ら
も

初
心
に
帰
っ
て
、
組

合
の
状
況
に
応
じ

た
効
果
的
で
効
率

的
な
事
業
の
組
み

立
て
や
実
施
に
努

め
る
所
存
で
あ
る
。

一
層
の
ご
支
援
、
ご

理
解
を
お
願
い
し

た
い
。

URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp

三
位
一
体
の
改
革

一
層
の
中
央
会
事
業
の
充
実
を

�
…
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
美
濃　
　
【
平
成
十
七
年
七
月
一
日
〜
八
月
三
十
一
日
】

�０５

主な記事
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岐
阜
長
良
川
温
泉
旅
館
協
同
組
合

（
伊
藤
善
男
理
事
長
）
は
、
来
年
放
送

が
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
功
名
が
辻
」
の
主
人
公
で
あ

る
山
内
一
豊
と
千
代
夫
妻
の
婚
礼
の

地
で
あ
る
岐
阜
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
岐
阜
公
園
内
に
記
念
碑
を
建
立

し
た
。

　

除
幕
式
は
「
い
い
（
一
一
）
夫
婦

（
二
二
）
の
日
」
に
合
わ
せ
、
十
一
月

二
十
二
日
の
午
前
十
一
時
二
十
二
分

か
ら
行
わ
れ
、
伊
藤
理
事
長
を
は
じ

め
関
係
者
ら
が
出
席
し
た
。

　

記
念
碑
は
結
婚
式
の
屏
風
に
見
立

て
、
高
さ
約
三
�
、
幅
約
二
�
の
石
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「
功
名
が
辻
」の
記
念
碑
を
建
立

岐
阜
長
良
川
温
泉
旅
館　
（協）

「
め
ん
の
日
」に
福
祉
施
設
に
麺
を
寄
贈

�
�
�
�
�
�
�

名
古
屋
か
ら
直
行
バ
ス
で
誘
客

下
呂
温
泉
旅
館　
（協）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
���

経
営
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

県
不
動
産
賃
貸
業　
（協）

碑
で
「
長
良
川
と
一
豊
を
愛
し
た
伴

侶
の
鑑
千
代
を
讃
え
る
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。

　

下
呂
温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
滝
多

賀
男
理
事
長
）
は
、
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅

と
下
呂
温
泉
を
結
ぶ
「
下
呂
温
泉
直

行
バ
ス
」
を
十
二
月
一
日
か
ら
来
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
運
行
す
る
。

　

同
組
合
に
は
、
名
古
屋
駅
か
ら
の

直
行
バ
ス
の
有
無
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
が
増
え
て
き
て
お
り
、
名
古

屋
か
ら
バ
ス
で
温
泉
地
に
ア
ク
セ
ス

す
る
の
は
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
判
断
し
、
今
冬
よ
り
運
行
す
る
こ

と
に
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
特
選
宿

　

伊
藤
理
事
長
は
「
作
る
だ
け
で
は

な
く
、
観
光
客
の
掘
り
起
こ
し
に
関

係
者
一
丸
と
な
り
、
一
豊
と
千
代
の

婚
礼
の
地
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
、
愛
・
地
球
博
後
の

観
光
客
誘
致
に
意
気
込
み
を
み
せ
た
。

泊
プ
ラ
ン
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
、

格
安
な
料
金
と
利
便
性
で
、
冬
場
の

誘
客
を
図
っ
て
い
く
。

　

運
行
は
一
日
一
往
復
で
、
料
金
は

往
復
二
千
八
百
円
（
片
道
二
千
円
）、

定
員
は
四
十
五
人
（
最
少
催
行
人
員

二
人
）。
利
用
で
き
る
の
は
原
則
と
し

て
同
組
合
加
盟
旅
館
の
宿
泊
者
と

な
っ
て
い
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
組
合
事
務
局

（
〇
五
七
六－

二
五－

二
五
四
一
）ま

で
。

　

飾
り
金
具
の
修
理
技
術
を
磨
く
た

め
、
全
国
か
ら
祭
り
屋
台
を
守
る
約

五
十
人
の
技
術
者
が
高
山
市
に
集
結

し
た
。

　

十
一
月
二
十
五
日
に
は
、
高
山
・

祭
屋
台
保
存
技
術
協
同
組
合
（
八
野

明
理
事
長
）
の
不
破
健
人
理
事
が
仕

事
場
を
公
開
し
、
修
理
技
術
の
伝
承

方
法
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

不
破
理
事
は
、
復
元
作
業
を
行
う

場
合
に
は
寸
法
や
形
だ
け
で
な
く
、

技
法
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
製
作

当
時
の
や
り
方
を
再
現
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
説
明
し
、
職
人
の
技
術
も

披
露
し
た
。

　

組
合
で
は
国
の
選
定
保
存
技
術
に

認
定
さ
れ
た
「
祭
屋
台
等
製
作
修
理
」

の
技
術
を
後
世
に
残
す
た
め
、
今
後

も
更
な
る
活
動
を
続
け
て
い
く
。

　

岐
阜
県
製
麺
協
同
組
合
（
小
川
幸

男
理
事
長
）
は
、
県
内
の
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
福
祉
施
設
に
対
し
、
組
合

員
の
製
造
し
た
約
六
千
食
の
麺
（
う

ど
ん
、
ラ
ー
メ
ン
等
）
を
提
供
し
た
。

　

全
国
製
麺
（
協
連
）
が
毎
月　

日
１１

を
「
め
ん
の
日
」
と
し
て
日
本
記
念

日
協
会
に
登
録
し
て
お
り
、
こ
れ
に

合
わ
せ
て
同
組
合
も
三
年
前
よ
り
麺

類
の
普
及
促
進
の
た
め
寄
贈
を
始
め
、

今
年
も
支
部
の
あ
る
県
下
五
圏
域
で

贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

　

十
一
月
十
一
日
に
実
施
し
た
岐

阜
・
中
濃
地
域
の
合
同
寄
贈
式
で
は
、

小
川
理
事
長
が
県
社
会
福
祉
協
議
会

を
訪
れ
、
四
十
二
施
設
分
（
三
千
三

百
七
十
食
）
の
ゆ
で
う
ど
ん
を
贈
り
、

小
川
理
事
長
は
「
組
合
員
の
作
っ
た

自
信
あ
る
麺
を
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

本
年
五
月
に
設
立
さ
れ
、
全
国
的

に
も
数
少
な
い
岐
阜
不
動
産
賃
貸
業

協
同
組
合
（
臼
井
幸
一
理
事
長
）
は
、

ア
パ
ー
ト
等
の
経
営
者
で
組
織
さ
れ
、

不
動
産
の
修
繕
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

の
斡
旋
な
ど
の
共
同
経
済
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
度
、
教
育
情

報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
組
合
員
向

け
に
経
営
手
法
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。

　

同
組
合
の
顧
問
税
理
士
が
、
経
営

計
画
や
空
室
対
策
な
ど
に
つ
い
て
講

演
し
、
飽
和
状
態
と
言
わ
れ
る
ア

パ
ー
ト
等
に
対
す
る
経
営
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
た
。

高
山
で
飾
り
金
具
の
修
理
技
術
を
学
ぶ

祭
屋
台
を
守
る
技
術
者
が
集
結



　

中
央
会
で
は
、本
年
八
月
に
施
行
さ

れ
た「
有
限
責
任
事
業
組
合（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）

制
度
」及
び
中
小
企
業
新
事
業
活
動
促

進
法
に
お
け
る
「
新
連
携
」
に
つ
い
て

紹
介
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設

し
た
。

　

近
年
、
意
欲
あ
る
中
小
企
業
者
が

集
ま
り
、
新
し
い
方
向
性
（
新
商
品

開
発
、
新
分
野
開
拓
、
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
の
構
築
、
新
し
い
流
通
シ
ス
テ

ム
の
構
築
等
）
を
見
出
そ
う
と
す
る

企
業
が
増
え
て
い
る
中
で
、
新
し
い

組
織
化
の
形
態
が
制
度
化
さ
れ
、
こ

う
し
た
連
携
組
織
を
活
用
し
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
中
小
企
業
を
力

強
く
支
援
す
る
た
め
、
十
一
月
二
十
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�
…
地
域
団
体
商
標
審
査
基
準
説
明
会
「
地
域
団
体
商
標
審
査
基
準
及
び
審
査
の
運
用
」　

平
成　

年
２
月
３
日　
　
　

時　

分
〜　

時

１８

（金）

１３

３０

１６

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
・
大
会
議
室　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　

発
明
協
会
岐
阜
県
支
部
（
〇
五
八
三

－

七
〇

－

八
八
五
一
）

（社）

「
中
小
企
業
連
携
ネ
ッ
ト
」 を
開
設

Ｌ
Ｌ
Ｐ
・
新
連
携
に
対
す
る
支
援
を
充
実

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

表
紙
写
真

干
支
の
置
物
の
ご
紹
介

第
二
創
業
の
成
功
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

建 設 足 場 事 業 協 同 組 合
理 事 長　清　 水　 敏　 之

羽島市福寿町平方６丁目２１番地の１
リバティ第一ビル

�〈058〉397-0233　〒 501-6257
FAX 〈058〉 3 9 7 - 0 2 3 7

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�！！�

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�

四
日
よ
り
同
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た

ほ
か
、Ｌ
Ｌ
Ｐ
制
度
の
普
及
を
図
る
た

め
、
経
済
産
業
省
産
業
組
織
課
の
石

井
芳
明
課
長
補
佐
か
ら
同
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
の
説
明
会
も
開
催
し
た
。

　

中
小
企
業
が
更
な
る
飛
躍
・
発
展

を
し
て
い
く
た
め
に
は
�
連
携
�
が

必
要
だ
、
と
お
考
え
の
中
小
企
業
者

の
皆
様
を
は
じ
め
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
制
度
や

新
連
携
っ
て
何
？
と
思
わ
れ
た
方
々

な
ど
、
ア
ク
セ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
岐
阜
県
中
小
企
業
連
携
ネ
ッ
ト
】

h
ttp
://w
w
w
.g
ifu
ren
kei.n

et/

○
美
濃
焼
＝
下
石
陶
磁
器
工
業
協
同

組
合
（
土
本
晋
平
理
事
長
）
が
運
営

す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
翔
（
下
石
窯
元
館
）

で
今
月
二
十
七
日
ま
で
開
催
し
て
い

る
「
二
〇
〇
六
干
支
展
」
の
作
品
を

取
材
。
同
作
品
の
他
に
も
十
八
の
窯

元
か
ら
、
干
支
の
犬
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
絵
皿
、
湯
飲
み
等
の
多
数
の
商

品
が
出
展
さ
れ
、
五
百
円
か
ら
と
値

打
ち
な
価
格
で
販
売
し
て
い
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
＝
組
合
事
務
局

�
〇
五
七
二－

五
七－

三
五
二
八

○
美
濃
和
紙
＝
美
濃
和
紙
に
よ
り
製

作
し
た
作
品
、
干
支
張
子
「
首
振
り

雅
犬
」。
協
同
組
合
美
濃
紙
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
組
合
員
で
あ
る
石
川

紙
業
�
に
て
撮
影
。
同
社
に
よ
る
と
、

雅
犬
は
今
年
の
一
番
人
気
の
商
品
で
、

サ
イ
ズ
も
五
タ
イ
プ
用
意
さ
れ
て
お

り
、
価
格
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。

　

雅
犬
の
他
に
も
様
々
な
商
品
が
あ

る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、

�
〇
五
七
五－

三
三－

〇
二
二
八
、

会
社
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.ishikaw

a-

shigyo.com

）
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
東
濃
ひ
の
き
＝
東
濃
ひ
の
き
製
品

流
通
協
同
組
合
（
杉
山
計
弘
理
事
長
）

で
は
、
間
伐
材
を
利
用
し
て
干
支
の

犬
「
フ
ラ
ワ
ー
ド
ッ
グ
」
を
製
作
し

た
。

　

犬
の
背
中
に
丸
い
穴
が
空
い
て
お

り
、
そ
こ
に
小
さ
な
鉢
植
え
を
置
く

こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
首
の
部
分

を
尻
尾
に
付
け
替
え
る
事
に
よ
り
、

お
座
り
を
し
た
犬
に
も
変
身
す
る
。

　

小
＝
二
千
円
・
大
＝
二
千
二
百
円
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
組
合
事
務
局

�
〇
五
七
四
七－

二－

二
五
七
七

　

中
央
会
で
は
、
十
一
月
二
十
四
日

に
第
二
創
業
（
企
業
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
）

に
取
り
組
む
中
小
企
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
そ
の
道
で
成
果
を
収
め
た

方
々
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

　

�
デ
リ
カ
ス
イ
ト
の
堀
冨
士
夫
社

長
を
は
じ
め
、
三
人
の
パ
ネ
ラ
ー
か

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で
新
し
く

取
り
組
ん
だ
事
業
に
お
け
る
商
品
開

発
で
の
苦
労
話
や
資
金
繰
り
な
ど
に

つ
い
て
の
体
験
談
が
語
ら
れ
た
ほ
か
、

「
経
営
者
自
ら
が
先
頭
に
立
ち
従
業

員
と
と
も
に
開
発
に
取
り
組
み
、
諦

め
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
な
ど

の
創
業
す
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
等

も
あ
り
、
参
加
者
は
自
社
で
の
取
り

組
み
の
ヒ
ン
ト
に
し
よ
う
と
、
熱
心

に
メ
モ
を
取
る
姿
が
見
ら
れ
た
。



海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

　ウェスト・ヴァージニア州はニューヨーク州南部からミシシッ
ピー州北部の２００,０００スクウェアー・マイルに広がるアパラチア
山脈の中心に位置し、Mountain State（山の州）というニック
ネームを持っている。州民は山 を々崇め尊敬し、自然を保護し
てきた一方で、孤立した環境が優れた芸術家や職人による自
身の作品販売を困難にしてきた。しかしながら、技術の進歩に
伴い現在では通信販売によって様 な々商品を提供することが
可能となった。今回は、店舗及びウェブサイトを通じて州内の
芸術家や職人の作品販売を支援する２つの団体を訪問した
ので、その模様をお伝えしたいと思う。
■Mountainmade（マウンテンメイド）社
　最初に訪問したのは、Mountainmade（マウンテンメイド）社
で ､２００１年よりウェブサイトの運営を行っている。非営利企業
である同社はその後店舗での販売も行うようになり、現在州内
に３店舗ある。そのうちのメインの店舗を訪問しディレクターの
ケイトさんに話を伺ったのだが、昨年の売り上げは６０万ドル（約
７,２００万円：１ドル＝１２０円と仮定）で、ウェブサイトには１日あ
たり約２万件のアクセスがあるそうである。マーサ・スチュワー
トのウェブサイトからリンクしていることが多くの人の目にとまる
理由とのことだが、更に驚いたのは売り上げの大半が店舗で
の販売によるものであるということである。ウェブサイトでの売り
上げがほとんどだと予想していたので不思議に思ったのだが、
ケイトさん曰く「Amazon.comのように本や音楽など予想できる
物と違い、工芸品のような物は価値を判断するために実際に
手で触れ目で見る必要があるの。だから、人 は々一度店舗に
来て試しに一つ買ってみて、良ければウェブサイトから更に
買っている。フォローアップ・セールになっている。」とのことであ
る。また、「ウェブサイトでは１インチあたり７２ドットでしか写真
を載せることができないけれど、カタログは３６０ドットあり、より鮮
明な写真を載せることができるため、カタログを見た後にウェブ
サイトで購入する人が多い。カタログがウェブサイトでの売り上
げを伸ばしている。」とカタログを作る重要性についても語って
くれた。同社は商品の基準を高く保つため、作品を芸術家や職
人から買い取り、自社の所有とした上で販売を行っているのだ
が、これが非常に難しいとのことである。海外への販売も行っ
ているが輸送コストが高いために数は非常に少ない。ケイトさ
んは逆にアメリカの人 が々日本の着物に興味を持っていること
に目をつけ、輸入販売を模索している。以前に名古屋で着物
を購入し完売した実績から本格的に始めようとしているようで
ある。興味のある方は輸出を検討されてはいかがだろう。

■非営利組織Center For　 
Economic Options（CEO）
　次に訪問したのは、非営
利 組織  Center For Economic 
Options（CEO）である。CEO
は小規模製造業者及び職人
を支援する組織で、今年に入
り店舗の移転を行い１０月に
再オープンした。昨年の売り
上げは４２万ドル（約５,０４０万
円：１ドル＝１２０円と仮定）で
ある。ディレクターのマリリンさ
んによると、ウェブサイトの運
営は昨年１１月に始めたばかりであるため、売り上げに対する
比率はまだ小さいが、今後３０％まで高めていきたいとのことで
ある。CEOは前述のMountainmade 社とは異なり、作品を職人
から買い取ることはしていない。作品が売れた場合に売り上げ
の何割を支払うか等個 に々契約を結び、それに基づいて販売
を行っている。つまり、作品を売りたいが自分で売ることができ
ない職人達に作品を売る場所を提供する仲介人となっている
のである。また場所を提供するのみならず、マーケティングの
支援も行っている。マリリンさんによれば、多くの職人が一般的
なマーケティングについて理解しておらず、作品を売ることが
できないでいるとのことである。そこで CEOでは「値段が高す
ぎる」「色が青でなく赤だったら買うわ」といった人 の々生の声
を集め、職人にフィードバックすることにより売れる商品を作り上
げる手助けをしている。試験的に販売することができるため、
全く初めて自身の作品を販売しようと思う者、売れるかどうか
半信半疑の者もとにかく始めてみることができる。マリリンさん
は、「人 が々ビジネスを始めるのを支援するのはやりがいがあ
るし、才能のある多くの職人がウェスト・ヴァージニア州にとど
まって制作活動を続けてくれたらとてもうれしい。」と話してくれ
た。仕事をする上で困難なことを尋ねたところ、最も大きな問題
は資金を集めることであると強調された。州政府や民間の基
金などからの援助を受けられるよう働きかけているが、小規模
ビジネスの価値を理解してもらうことは非常に難しいとのことであ
る。大きなビジネス、ハイテク産業、バイオ産業などに資金が集
中し、伝統工芸にはあまり注意が向けられないとのことである。
■まとめ
　アプローチの仕方は多少異なるものの、両組織とも州内の芸
術家・職人による作品の販売促進を目的としている点では一
致している。彼らはウェスト・ヴァージニア州を愛しており、小規
模ビジネスを支援することで人 が々地域に定着し、外からやっ
てくる大企業などに依存しない自立した経済活動を営むこと
により州の経済が安定して発展していくことを望んでいる。ウェ
スト・ヴァージニア州は長く石炭産業や木材産業に頼ってきた
が、利益は州外へと流れてしまった。大企業の工場が多くの雇
用を創出してきたことも事実であるが、すべての地域で工場建
設などが可能である訳ではない。企業の誘致及び両組織の
行う小規模ビジネス支援の取り組みがうまくバランスを取ること
により、州の未来はより明るいものとなるだろう。
（参考）
マウンテンメイド社ウェブサイト　
　http://www.mountainmade.com/
Center For Economic Optionsウェブサイト
　http://www.centerforeconomicoptions.org/

伝統工芸品を売る！　　　　
　　　～非営利組織による販売促進の試み～

ウェスト・ヴァージニア州政府派遣職員　篠田　悦司
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…
「
日
中
国
際
問
題
討
論
会　

公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」　

平
成　

年
１
月　

日　
　
　

時
〜　

時　

未
来
会
館

１８

１８

（水）

１５

１７

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
田
中
均
（
前
外
務
審
議
官
）
氏
ほ
か　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　

岐
阜
県
交
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
〇
五
八

－

二
七
七

－

一
〇
一
三
）

（財）

（５）

１１月景況調査

好
転
の
増
加
で
は
な
く
、

悪
化
か
ら
不
変
へ
の
変

化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

収
益
状
況
Ｄ
Ｉ
値
は
、

１
ポ
イ
ン
ト
の
若
干
の

改
善
概
ね
横
這
い
の
動

き
と
な
っ
て
い
る
。
景

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合（
う
ち
八
十

四
組
合
に
よ
る
集
計
）を
対
象
に
ま
と
め
た
『
十

一
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

　
〔
十
一
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小

企
業
の
特
色
は
①
景
況
感
は
緩
や
か
な
改
善
傾

向
を
持
続
、
②
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
値
が
大
き
く
下
降
、

原
材
料
価
格
の
上
昇
の
影
響
が
大
―
と
な
っ
て

い
る
。

　

十
一
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感

Ｄ
Ｉ
値
で
見
る
と
、
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

と
な

１４

り
、
前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

に
対
し
３
ポ
イ
ン
ト
の

１７

改
善
、
７
ヶ
月
連
続
で
改
善
す
る
な
ど
、
緩
や
か

な
改
善
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
改
善
の
要
因
は
、

況
感
Ｄ
Ｉ
値
と
同
様
に
、
悪
化
か
ら
不
変
へ
の
変
化
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
依
然
マ
イ
ナ
ス　

と
大
き

２８

な
マ
イ
ナ
ス
水
準
に
あ
る
。
原
油
・
原
材
料
価
格
等
の

高
騰
が
収
益
を
圧
迫
し
、
売
上
の
増
加
が
収
益
改
善
に

結
び
付
か
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
資
金
繰
り
は
、
こ
の
３
ヶ
月
改
善
の
傾
向
に

あ
っ
た
が
、
当
月
は
、
反
対
に
悪
化
に
転
じ
て
い
る
。

　

コ
メ
ン
ト
の
中
に
は
、
金
型
、
機
械
関
係
の
業
種
等

に
引
き
続
き
業
況
は
好
調
と
の
声
が
あ
る
一
方
、
他
の

業
種
で
は
、
公
共
事
業
の
縮
小
、
原
油
・
原
材
料
価
格

の
高
騰
、
低
価
格
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
を
指
摘
す
る

と
と
も
に
、
先
行
き
不
安
な
ど
企
業
マ
イ
ン
ド
の
低
下

を
指
摘
す
る
意
見
も
少
な
く
な
い
。

景
況
感
緩
や
か
な

改
善
傾
向
が
続
く

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
値
大
き
く
下
降

　県内中小企業主要業種の景気動向
（１１月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△▲△△窯 業 原 料
△△△△△○石　 　 灰
△△△△○▲生 コ ン ク リ ー ト
△△△△▲▲砂 利 生 産
▲△△▲△▲砕 石 生 産
▲○▲▲○○鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△○刃物等金属製品 （内需） 
○△△△△○メ　 ッ　 キ
○△○○△○県 金 属 工 業 団 地
△△△○△○可 児 工 業 団 地
○△△△△△金　 　 型
△○△△△△電 気 機 械 器 具
○△○○△○輸 送 用 機 器
△△△△△△各種物産品（観　 光）
▲△▲▲△▲各種物産品（ギフト）
▲▲△▲△▲総合卸売（飛騨地区）
▲△▲▲▲△電 設 資 材 卸
▲△▲▲△▲陶 磁 器 産 地 卸
○▲△○○○機 械 ・ 工 具 販 売
△△△△▲▲青 果 販 売
△△△△△△水 産 物 商 業
△△△▲▲△家 電 機 器 販 売
△△△△▲▲メ ガ ネ 販 売
△△△△△△中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
▲○○△△○共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△▲△△▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲△▲▲▲▲生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲△▲▲△△豆 腐
○△△▲○○食 肉 （ 国 産 ）
△△△▲△▲菓　 　 子
△△△△△▲米　 　 菓
△△△△○○寒 天 水 産
△△▲▲▲△製 麺
△▲▲▲△▲撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲△▲毛　 織　 物
△△△▲△▲合 成 繊 維 織 物
△△△△△○メ ン ズ ア パ レ ル
――――――婦 人 ・ 子 供 服
△△△△△△縫　　 製（既製服）
△△△△△○製　 　 材
▲△△▲▲▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△○家 具 （ 飛 騨 地 区 ）
△△△△△△東 濃 ひ の き
△△△△△▲家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲△△△△▲紙　 加　 工　 品
△△△△△△印　 　 刷
△△△△○○プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△○陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△▲△△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△▲▲△△岐 阜 市 商 店 街
○△△○△○大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
△△△△△▲恵 那 市 商 店 街
△△△△△△高 山 市 商 店 街
△△△△△○自 動 車 車 体 整 備
△△△▲○△自 動 車 タ イ ヤ 整 備
△△△△△▲長 良 川 畔 旅 館
△△△△△△下 呂 温 泉 旅 館
○△△△△○高 山 旅 館
△△△▲△○ク リ ー ニ ン グ
△△△△△△広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△△△△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△○理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲△▲土 木 （ 岐 阜 地 区 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 地 区 ）
▲△▲▲△▲土木・建築（羽島地区）
▲△▲▲△△建築（各務原地区）
△△△△△△鉄 構 造 物
▲△▲▲▲▲電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△▲△△○木 製 建 具
▲△▲▲▲△産直住宅（付知地区）
△△△△△○貨 物 運 送（ 県 域 ）
○▲△○△○軽 運 送



　

平
成
十
八
年
一
月
四
日
よ
り
改
正

独
占
禁
止
法
が
施
行
さ
れ
る
。

　

主
な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
。

○
課
徴
金
制
度
の
見
直
し

　

課
徴
金
の
算
定
率
（
商
品
又
は
役
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中
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会
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ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

官
公
需
適
格
組
合
制
度
は
ご
存
知
で
す
か
？

中
央
会
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

�
改
正
�独
占
禁
止
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
！

岐
阜
新
聞
社
の
新
代
表
を
講
師
に

県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ご
案
内

　

官
公
需
適
格
組
合
制
度
は
、
事
業

協
同
組
合
、
企
業
組
合
、
協
業
組
合

等
が
、
特
に
官
公
需
の
受
注
に
対
し

て
意
欲
的
で
あ
り
、
か
つ
受
注
し
た

契
約
は
、
十
分
に
責
任
を
持
っ
て
履

行
で
き
る
体
制
や
経
営
基
盤
が
整
備

さ
れ
て
い
る
組
合
の
申
請
に
基
づ
き
、

経
済
産
業
局
長
が
証
明
す
る
制
度
で

す
。

務
の
売
上
額
に
乗
ず
る
率
）
が
大
幅

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
過
去

十
年
以
内
に
課
徴
金
納
付
命
令
を
受

け
た
事
業
者
が
違
反
を
繰
り
返
し
た

場
合
、
五
割
加
算
さ
れ
た
算
定
率
が

適
用
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
製
造
業
等

訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
各
地
で
多
発

し
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
取
引
の
場
合
に
は
「
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）」
が

難
し
い
の
で
、
組
合
等
に
お
い
て
も

注
意
が
必
要
で
す
。
な
お
、
中
小
企

　

中
小
企
業
者
や
個
人
事
業
主
な
ど

に
対
し
て
、
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
り
、

新
機
種
が
発
売
さ
れ
た
、
料
金
が
安

く
な
る
な
ど
、
言
葉
巧
み
に
電
話
機

や
コ
ピ
ー
機
の
リ
ー
ス
契
約
を
締
結

さ
せ
ら
れ
、
高
額
な
請
求
を
す
る
な

容
を
公
正
取
引
委
員
会
に
報
告
し
た

場
合
、
課
徴
金
が
減
免
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
立
入
検
査
前
に
最
初
に
申
請

を
す
れ
ば
課
徴
金
を
免
除
と
な
る
。

に
お
い
て
従
来
は
三
％
だ
っ
た
が
、

改
正
後
は
四
％
（
早
期
解
消
三
・
二

％
／
再
度
の
違
反
六
％
）
と
な
る
。

　

ま
た
、
商
品
や
役
務
の
シ
ェ
ア
、

取
引
先
を
制
限
す
る
こ
と
で
対
価
に

影
響
す
る
こ
と
と
な
る
カ
ル
テ
ル
も

課
徴
金
の
対
象
と
な
り
、
購
入
カ
ル

テ
ル
や
支
配
型
私
的
独
占
も
新
た
に

対
象
と
な
る
。

○
課
徴
金
減
免
制
度
の
導
入

　

事
業
者
が
自
ら
関
与
し
た
カ
ル
テ

ル
・
談
合
に
つ
い
て
、
そ
の
違
反
内

電
友
�
⑦
Ｃ
Ｆ
建
設
（
協
業
）
の
七

つ
の
適
格
組
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
組
合
の
詳
細
は
中
小
企

業
庁
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.chusho.m

eti.go.jp/keiei/torihiki/

）
の
「
官
公

需
適
格
組
合
名
簿
」
に
掲
載
さ
れ
、

全
国
に
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
官
公

需
適
格
組
合
の
証
明
を
受
け
よ
う
と

す
る
組
合
は
、
中
央
会
・
調
査
労
働

チ
ー
ム
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

　

こ
の
証
明
を
受
け
て
い
る
組
合
は
、

官
公
需
の
共
同
受
注
を
目
指
す
組
合

で
す
が
、
当
証
明
に
よ
る
組
合
の
信

用
と
実
績
を
も
と
に
民
需
を
開
拓
し

て
い
る
組
合
で
も
あ
り
ま
す
。

　

岐
阜
県
内
に
は
、
①
岐
阜
県
石
油

商
業
�
②
�
ケ
ー
エ
ス
ジ
ー
③
美
濃

タ
イ
ル
商
業
�
④
土
岐
市
陶
磁
器
卸

商
業
�
⑤（
協
業
）高
登
建
設
⑥
中
部

業
庁
で
は
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
、

悪
質
な
リ
ー
ス
契
約
等
に
関
す
る
相

談
事
例
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
ご
確
認

下
さ
い
。（http://w

w
w
.chusho.m

e

ti.go.jp/soudan/051114houm
on.h

tm
l

）

　

そ
の
他
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
公

正
取
引
委
員
会
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.

jftc.go.jp/kaisei/kaisei.htm
l

）
を
ご

覧
下
さ
い
。

　

中
央
会
及
び
岐
阜
県
中
小
企
業
産

業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議
（
辻
正
座

長
）
は
、　

地
球
環
境
村
ぎ
ふ
（
関

（財）

勝
美
理
事
長
）
と
の
共
催
で
「
岐
阜

県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
、
平
成
十
八
年
一
月
十
七
日
の　
１３

時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で
、
大
垣

３０

１６

１０

市
加
賀
野
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ

ン
・
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
岐
阜
新
聞
代
表

取
締
役
に
就
任
さ
れ
た
ば
か
り
の
�

杉
山
・
栗
原
環
境
事
務
所
の
代
表
取

締
役
杉
山
涼
子
氏
よ
り
「
め
ざ
せ
エ

コ
企
業
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を

行
う
ほ
か
、
�
ア
パ
ッ
ク
ス
及
び
イ

ビ
デ
ン
�
が
取
り
組
ん
で
い
る
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
に
つ
い
て
事
例
発
表
を

行
う
。

　

お
問
い
合
わ
せ
、
参
加
申
込
み
は
、

中
央
会
・
調
査
労
働
チ
ー
ム

岐阜県で適用する最低賃金一覧

効力発生日時　間　額地域別最低賃金

１７.１０.１６７１円岐阜県最低賃金

効力発生日日　額時間額産業別最低賃金

１０.１２.２５５,７０８円７１４円
陶磁器・同関連製品
耐 火 物 製 造 業

１７.１２.２１―６９０円紡 績 業

１７.１２.２１―７４２円

電 気 機 械 器 具
情報通信機械器具
電子部品・デバイス
製 造 業

１７.１２.２１―７７９円自動車・同附属品製造業

１７.１２.２１―８３５円航空機・同附属品製造業



〈
十
一
月
十
六
日
〜
三
十
日
〉

　

日　

都
道
府
県
事
務
局
代
表
者
会

２１
議
（
全
国
中
央
会
）

　

日　

三
重
県
中
央
会　

周
年
記
念

２５

５０

式
典
・
中
小
企
業
組
合
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
５
（
メ
ッ
セ
ウ
ィ
ン
グ
）

　

第　

回
岐
阜
県
職
業
能
力
開
発
促

２６
進
大
会
（
未
来
会
館
）

　

日　

岐
阜
地
方
労
働
審
議
会
（
グ

３０
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

岐
阜
県
産
業
研
修
医
連
絡
協
議
会

（
県
医
師
会
館
）

〈
十
二
月
一
日
〜
十
五
日
〉

１
日　

政
策
総
点
検
県
民
委
員
会
産

業
分
科
会
（
県
庁
議
会
棟
）

６
日　

岐
阜
中
金
会
・
経
営
者
セ
ミ

ナ
ー
（
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

７
日　

中
小
企
業
施
策
の
充
実
に
関

す
る
知
事
・
県
議
会
議
長
等
に
対

す
る
要
望
（
県
庁
知
事
室
他
）

８
日　

若
年
者
雇
用
問
題
検
討
会

議
・
人
材
育
成
岐
阜
地
域
協
議
会

（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

岐
阜
県
産
業
振
興
懇
談
会

１３（
県
庁
特
別
会
議
室
）
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大
学
生
等
の
就
職
・
採
用
活
動
に
つ
い
て

「
若
者
の
人
間
力
を
高
め
る
た
め
の
国
民
運
動
」の
推
進

石
綿
除
去
費
用
の
融
資
制
度

県
が
中
小
企
業
・
個
人
向
け
に
創
設

　

経
済
界
、
教
育
界
、
地
域
社
会
等

の
関
係
者
で
構
成
す
る
「
若
者
の
人

間
力
を
高
め
る
た
め
の
国
民
会
議
」

で
は
、
若
年
失
業
率
が
高
水
準
で
推

移
し
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
若
年
無
業
者

数
も
依
然
と
し
て
増
加
基
調
に
あ
る

中
で
、
若
者
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て

の
国
民
各
層
の
関
心
を
喚
起
し
、
若

者
に
働
く
こ
と
の
意
義
を
実
感
さ
せ
、

働
く
意
欲
・
能
力
を
高
め
る
た
め
、

若
者
が
生
き
る
自
信
と
力
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
や
若
者
が
再
挑

戦
で
き
る
社
会
の
実
現
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
国
民
宣
言
と
基
本
方
針
を
と

り
ま
と
め
た
。

　

企
業
に
は
、
学
校
と
の
交
流
を
活

会
を
確
保
す
る

　

こ
の
趣
旨
に
つ
い
て
ご
理
解
の
上
、

組
合
員
企
業
等
へ
の
周
知
を
お
願
い

し
ま
す
。

発
化
さ
せ
る
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
や
職

場
見
学
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
や
若

者
の
職
業
人
と
し
て
の
能
力
向
上
の

た
め
の
教
育
訓
練
の
充
実
、
フ
リ
ー

タ
ー
な
ど
の
若
者
に
つ
い
て
も
人
物

本
位
で
採
用
し
、
育
成
に
努
め
る
な

ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

組
合
等
に
お
い
て
も
若
者
の
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
内
の
組
合
等
に
お
い
て
は
、
高

度
化
融
資
を
利
用
し
て
整
備
し
た
組

合
会
館
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

団
地
な
ど
の
共
同
施
設
に
つ
い
て
、

老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
や
増
改
築

な
ど
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
な
施
設

も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
度
化
融
資
制
度
を
ご

利
用
下
さ
い
。

　

県
は
、
中
小
企
業
や
個
人
が
ア
ス

ベ
ス
ト
（
石
綿
）
除
去
工
事
に
利
用

で
き
る
融
資
及
び
利
子
補
給
の
制
度

を
創
設
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
県
内
建
築
物
の
ア

ス
ベ
ス
ト
除
去
に
必
要
な
資
金
を
融

資
及
び
利
子
補
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

①
貸
付
割
合
＝
原
則
と
し
て
貸
付
対

象
施
設
の
取
得
に
要
す
る
額
の
八

〇
％
以
内

②
貸
付
期
間
＝
二
十
年
以
内
（
う
ち

据
置
期
間
は
三
年
以
内
）

③
貸
付
金
利
＝
〇
・
八
％
（
固
定
金

利
・
毎
年
度
設
定
）

　

ご
相
談
は
、
中
央
会
・
組
織
指
導

チ
ー
ム

早
期
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
十
一
月

十
日
よ
り
制
度
が
開
始
さ
れ
、
平
成

二
十
一
年
三
月
末
ま
で
実
行
さ
れ
る
。

　

融
資
限
度
額
は
中
小
企
業
が
四
千

万
円
、
個
人
は
五
百
万
円
で
、
融
資

利
率
は
年
一
・
五
％
、
償
還
期
間
は

七
年
以
内
。
ま
た
、
利
子
の
一
部
を

県
が
補
助
す
る
利
子
補
給
制
度
は
、

補
給
額
が
融
資
額
の
一
％
、
補
給
期

間
は
七
年
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

　

取
扱
金
融
機
関
は
、
県
内
に
本
店

の
あ
る
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組

合
な
ど
。
制
度
の
詳
細
は
、県
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.gifu.l

g.jp/

）「
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
本
部
」
又

は
大
気
環
境
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

〈
一
月
中
〉

　

日　

県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー

１７
ラ
ム
（　

時　

分
／
ソ
フ
ト
ピ
ア

１３

３０

ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

研
修
会
「
知
っ
て
お
こ
う
！

１８
役
員
の
心
得
」（　

時　

分
／
県
民

１３

３０

ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

中
央
会
理
事
会
及
び
役
員
懇

２４
談
会
（　

時
〜
／
岐
阜
グ
ラ
ン
ド

１６

ホ
テ
ル
）

　

日　

青
年
中
央
会
ふ
れ
あ
い
交
流

２７
事
業
（　

時　

分
〜
／
ホ
テ
ル

１８

３０

パ
ー
ク
）

　

平
成
十
八
年
度
大
学
等
卒
業
予
定

者
の
就
職
・
採
用
活
動
が
活
発
化
す

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
等
卒
業
予
定
者
の
適
正
な
採

用
・
就
職
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

組
合
及
び
組
合
員
企
業
に
お
い
て
も

求
人
就
職
の
秩
序
の
維
持
、
公
平
・

公
正
な
採
用
の
確
保
、
採
用
内
定
取

消
し
の
防
止
等
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　

次
の
事
項
に
ご
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。
①
高
校
卒
業
予
定
者
等
の
安

定
的
な
採
用
の
確
保
②
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
採
用
活

動
③
学
生
の
自
由
な
就
職
活
動
を
妨

げ
な
い
④
募
集
の
中
止
及
び
募
集
人

員
の
削
減
、
採
用
内
定
取
消
し
並
び

に
入
職
時
期
繰
下
げ
が
生
じ
な
い
よ

う
に
的
確
な
採
用
計
画
に
基
づ
い
て

採
用
内
定
を
行
う
⑤
未
就
職
卒
業
者

に
も
新
規
学
卒
者
と
同
様
の
応
募
機

�
…「
組
合
理
事
長
・
新
春
の
抱
負
」
の
原
稿
を
募
集
！　

本
紙
一
月
号
で
掲
載
予
定
。　

字
数
＝
三
百
字
程
度　

締
め
切
り
＝
一
月
五
日　
（木）

組
合
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
原
稿
は
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
中
央
会
・
情
報
広
報
チ
ー
ム
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

高
度
化
融
資
制
度
の
ご
案
内


